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分間の映像に編集した。 この視聴覚教材について4名の学生よりグルー プインタビュー にて評価を受けた。 その結果、視聴覚教材に対する評価として 【視聴覚教材の構成】、 【視聴覚教材の改善すべき点】、 【映像の
利点】、【その人らしさの理解】、【認知症症状が分かりやすかった場面】 の5つのカテゴリーが抽出され、
概ね良い評価が得られた。 また、 看護過程演習への活用に向けて 【映像特有の情報収集の困難】、 【映像の提示方法の工夫の必要性】、【看護過程演習履修時の学生の準備状態】、【学生の認知症症状のとらえ方の特
徴】 の4つのカテゴリーが抽出され、課題が明確化した。 今後は映像を再編集し、看護過程演習の教授方法を検討する必要がある。 
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Audio-visual Teaching Material Focusing on Functioning of the Elderly with Dementia 
for Use in Nursing Process Exercise: Production and Pre-use Assessment
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Audio-visual teaching material was produced and put for pre-use assessment by a student panel. The 30-minute video was designed to assist nursing students attending a gerontological care course exer- cise in understanding the effects of dementia on the functioning of the elderly, and produced by film- ing and editing the daily life of a man in bistate eighties with Alzheimer's dementia. Four students who had previously completed a gerontological care course exercise were interviewed for their assess- ment of the video. The feedback was generaly positive with five categories extracted - "video con- struction", "where improvements should be made", "advantages of visual images", "understanding individual personality" and"scenes giving better understanding of dementia". Four categories were ex- tracted that should be addressed before introducing the video in actual exercise sessions. They were "audio-visual specific problem of extracting important information", "need to improve image presenta- tion", "preparedness of students at the time of the exercise" and"students' individual recognition of dementia symptoms". These results provided a clear indication of how to improve the video before putting it to actual use; re-editing would be necessary and teaching staff should discuss how to ob- tain the best possible benefits of using audio-visual materials in a gerontological care course exercise. 
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撮影方法 研究者がD氏の自宅およびデイサー ビス利用時の施設に訪問し、 ビデオカメラを用いて撮
影をした。 総撮影時間は8 時間37分間であった。 
撮影場面 食事、排泄、清潔、移動、コミュニケー ション、外出時、デイサー ビス利用時の様子等の
日常生活場面であった。事前にD氏、妻、その他関係者と打ち合わせを行い、了解の得ら
れた場面のみを撮影した。 
過去の情報の聴取 妻より、 D氏の生育歴や過去の生活背景、認知症発症時の様子、 現在の日常生活の様子と
介護する上で気を付けていることについての情報を聴取した。 






























起床時の更衣 :D氏は最初、寝衣から普段着に更衣することを拒否するがて自分で更衣することができる。 妻の上手なタイミングの取り方などにより、 最終的には納得し
朝食:妻が時々声をかけたり食器を入れ替えたりすることで、ゆっくりだが自力で食べることができる
排泄:自宅のトイレには自分で行くことができという妻の語りを挿入している。 排泄姿勢は立位である。 しかし夜間は トイレの場所が分からなく なることがある午前から夕方までのデイサー ビス利用時の様子
コミュニケーション:スタッフや他の利用者とのコミュニケーション場面でD氏の笑顔が見られる。 この時、他の利用者は個人が特定されないようモザイク処理をしている。 
健康管理:バイダル測定や服薬の援助場面で、D氏は拒否的な様子がみられたがスタッフの無理強いをしない対応により落ち着く
入浴:施設の浴室で更衣・ 洗身・ 洗髪はほぼ全介助をうけている。 入浴を嫌がることの多いD氏に対してスタッフが言葉かけの工夫をしていることについて字幕で解説を挿入している。 
排泄:施設での排泄はトイレの場所が分からないことからスタッフに誘導されている。 排泄姿勢は座位をすすめられてD氏が戸惑う様子がある。 
昼食:約1時間かけて自力で全量摂取する。 途中、箸では食べにくい食晶もすべて箸を使用するためなかなか口に入らないが、スタッフにスプー ンを勧められてやっとスプー ンを使用することができる場面がある。 食事終了後には食器を流しに下げようとする様子がある。 
落ち着かない様子:D氏は突然立ち上がり施設内をウロウロしはじめる。 やや不機嫌であったため見るなどして過ごしたことで落ち着く。 スタッフは一緒に外に出て1 5分ほど景色を
夕方の自宅での様子




























(2) デー タ収集期間: 201X十1年3月












た。 インタビュー 内容は許可を得てICレコー ダー に録音し
た。匿名性の保持のため、インタビュアー は対象者と面識














































たのでスムー ズに入れた> や、 事例のく - 日の流れがある
ので本人の変化とその背景がわかる> との評価であった。 









とを想定してく 情報収集しやすいよう映像・ 字幕・ 語りは
かぶせないほうがよい> との指摘があった。 一方、承諾を





































































その人らしさの理解 コミュニケー ション場面があるので価値・ 信念をとらえやすぃ








































































































































































































2 ) 厚生労働省: 看護基礎教育の充実に関する検討会報告
書 (平成19年4月16 日) . 2007.
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/04/d1/s0420-13.pdf
(2013-10-5)









5) 大塚眞理子, 奥宮暁子, 丸山優, 他:老年看護学教育に
おける超高齢者の理解を深める視聴覚教材作成プロセ
ス. 日本看護学教育学会誌学術集会講演集 20: 166,2010
6 ) 田中敦子, 大塚眞理子, 奥宮暁子, 他:超高齢者への関
心と理解を促す視聴覚教材を用いた老年看護教育の検
証.埼玉県立大学紀要 12:41-47, 2011
7 ) 木島輝美, 安川揚子, 奥宮暁子: 老年看護過程演習に
おける事例提示方法の工夫に対する学生の学びと評価
101歳女性の日常生活の視聴覚教材を用いて. 日本老
年看護学会第1 6 回学術集会抄録集1 48, 201 1
8) Berelson B., 稲葉三千男, 金圭煥訳: 内容分析. 東京,
みすず書房, 1957, 47-79




10) 安川揚子, 木島輝美, 大塚眞理子, 他:高齢者を理解す
るための自作視聴覚教材に対する学生の反応. 札幌医
科大学保健医療学部紀要 13:71-78, 2011
1 1) 吹田夕起子: 認知症高齢者の看護援助. 中島紀恵子編.
認知症高齢者の看護. 東京, 医歯薬出版, 2007, p64 
- 42 
